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英和辞典におけるイギ】ノスの

教育関係用語の記述をめぐって

幸野 稔

CommentsontheDescriptionsofTermsRelatingtotheBritish

Educational SysteminEnglish-JapaneseDictionaries

MinoruKONO

(昭和60年10月31日受理）

Inthepresentpaper, I haveinvestigated thedescriptionsoftermsrelatingtothe

BritisheducationalsystemfoundinEnglish-Japanesedictionaries, limitingmyscopeto

thesecondaryandtertiarystagesofeducation｡Thetermslhaveexarninedareasfollows:

SecondaryEducation

grammarschool; comprehensive school; (secondary)modernschool; (secondary)

technicalschool; sixthform; sixth-formcollege

TertiaryEducation

technicalcollege; polytechnic; tertiarycollege

Inthedescriptionsof th"eterms, Ihavefoundquiteanumberoferrors,miatakes

andinadequacies,mostofwhich, I conclude, come fromthemisunderstandingabout,

and/ortheignoranceof, thechangingrealitiesoftheBritisheducationalsystem, especially

inthe fieldof Cfurther' education｡ Iurgedictionaryeditorsandwriterstogivemore

considerationinthisrespect。

ある。」( 1 )という山岸氏の提言に応じて，氏が言

及している 5sixthform'および私が直接担当した

Ggrammarschool' と Gcomprehensiveschool ' を

含めた中等教育機関， さらに「工業高専」の英語呼

称との関連で， 「第三次」教育機関（第3章参照）

について点検した結果を報告したい。

なお，参照した辞書は，拙論中で用いた省略表記

と共に，末尾に列記しておく。

1 ． 序

筆者が1983年末から1984年秋にかけて，某社の高

校用学習英和辞典（1987年刊行予定）の執筆者の一

員に加わった際に，担当した項目の中に2， 3の教

育関係用語があり， さらに，同辞典執筆中の84年春

に，勤務校の「工業高専」の英語呼称の変更問題が

生じた。辞書の執筆と英語呼称の変更に関する調査

の過程で，参照した英和辞典の中に， イギリスの教

育関係用語の記述に不十分な点や誤りと思われる点

をいくつか発見して，問題として取り上げる必要を

感じていた折に， 「イギリスの教育関係用語」とい

う山岸勝栄氏の論考に接した。

「英和辞典を中心に, イギリスの教育関係用語の

定義や解説を一度総点検してみる必要がありそうで

2． 中等教育機関

現代のイギリスー主としてイングランドとウエ

ールズーの中等学校は，一応，次の二通りの範噂

化ができる。
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倭野 稔 ：
E

A， 今や完全に公立中等学校の主流となった ‘ ■com－

prehensiveschool '－したがって進学課程も含 ；
1 ．大学進学校 公立-grammarschool
マ私立-publicschool

むのであるが－にほとんどの辞書がコースの内容 、梱

を表わす「総合中等学校」という訳語を当てている 湖

のに応じて, @grammarschool ' にもB. 1 .の範 甥

ご2．非進学校一一公立

（実業）

（＊進学課程も含まれる。 ）

曙化により，コースの内容による語義会示すしよい。 鰯

内容的には，一応， 日本の普通高等学校に相当する

が，年令層にずれがあるので， 「普通中等学校」と ‘魂
いう訳語を当て,公立進学コースであることを解説

として補足するとよい。さらに, B、 1 ．の他のタ

イプの学校の語義解説の中にも「公立学校」という

表現を入れるべきである。なお,GLの語義解説「生

徒は通例11-16歳で大学進学適格者を教育する」は，

次に取り上げる @sixthform' との関連が示されて

いない点で，表現不足である。

次に, @sixthform'の問題に移る。この語の字

義通りの意味「第6学年」は必ずしも現実を反映し

ない。公立中等学校は11歳から始まって，通常「義

務教育課程5年間（＋大学進学予備課程2年間） 」

から成り立ち，大学入学年令は18歳以上となってい

る。大学に進学する場合は，中等学校に7年間は在

籍しなければならないが, @seventhform' という

学年はない。すなわち上記の「大学進学予備課程2

年間」が4sixthform'に当るわけである。

したがって,REの定義「第6学年」は『日本人に

は「第6年目の学年」 （1年間） を連想させ』 （5）

て不適当であるという山岸氏のコメントはまさにそ

の通りである｡同様の定義はSH,PRにも見られ，特

に後者が「日本の高校3年に相当」と解説している

のは，一層誤ったイメージを学習者に与えよう。

山岸氏は「第6学年」に代わるべき訳語を特にあ

げていないが，森嶋通夫氏が述べているように， （6）

4sixthform'が日本の高等学校に対応することか

ら， 「高等部｣としてさしつかえなかろう。 dsixtlr

formcollege' として独立している場合は，当面，

「高等学校」としでおこう。

イギリスの教育機関について述べる場合， 「通例」

という枕詞をつけるのを通例とするが, @sixth

form(college) 'も,通例大学進学を主な目的とし，

通例2年間なのであって, Shawが, 0Osixth-form

collegesofferone- ortwo-yearcourses leading

to .O' and ｡A' levels． ” （7）と述べているよ

うに， 1年間だけ在籍する生徒もいないことはない

のであるが， その場合は, $O'レベル試験のいくつ

かは受験出来ても，大学入学資格の重要な要素であ

るOA'レベル試験は受験出来ない。

ロ

B、

薑
1 ．公立学校

2．私立学校-publicschool I進学）

さて, .grammarschool 'の語義として，字義通

りの「文法学校」を当てているものはさすがにない。

大半は「グラマースクール」と仮名書きにしている

カミGLとSEでは｢公立中等学校｣－SEでは仮名書

きと併記一を当てている。仮名書きにした場合で

も，語義解説では，私立の & publicschool 'に対

応して「公立中等学校」と表現しているものが多い。

すなわちA. 1 .による範囑化である｡一方A. 2.

の系列の学校の語義記述では， どの辞書にも， 「公

立」の表現は一切見えない｡またANでは Cgrammar

school'が「（米）のhighschoolに相当する」と

記述されている。以上の記述はあたかも 4grammar

school'が公立学校の主流であるかのような印象を

与えるが，現状を反映せず誤解を招く表現である。

「イギリスの生活と文化事典」記載の「イギリス

の教育｣(Educc2jo冗加Bγ〃α航）の統計資料によ

れば, (2)1963年において, ･grammarschool 'の

1,295校に対し, .comprehensiveschool'は175校

にすぎなかったのだが， その後中等学校の再編成を

経て， 1976年において前者は477校に減少，後者は

2,467校に急増したのである。この数は「公立のセ

カンダリースクールに通う生徒数の70％を占めてい

るという。」(3)さらに，最新の1985年の資料に,よ

れば， (4)その割合は約91％に達している。

秋田高専研究紀要第21号

必一二苫一一冒一孝二電L－ つ 矛一一 .－今つ ･一一妄□‐ ｡ ．。。 一・勺 － ■ ●宏 『～ー4丘
一 一号一一 一一

一づ一一q曲一・～｡－ﾆ ｭ一句 . 丑■－ = 争い‘ △ー●一



－91－

英和辞典におけるイギリスの教育関係内語の記述をめぐって

ている。この点で,LHに載ったschOol図には誤りが

見られる。

@ (secondary) technical school ' については，

いくつかの辞書では「技術中等学校」 (LH,SE),

「中等実業学校」 (PR)と正確に定義されているが，

一方では「工業学校」 (AN7AP,GL), 「工業（工

芸）学校」 (SH) と不正確な定義をしている辞書

が多い｡KEの場合は, @secondarytechnical school'

の見出しでは「 （英国の）技術中等学校」と正確に

定義しているのに,他方では｡ technical school '

を@ technical 'の第5義「工業の」の用例として

あげ， 「工業学校」と訳しており,首尾一貫しない。

@ technical ' は教育用語として使われた場合，

LDCEの第2義00oforrelatedtoaparticularand

esp・ apractical orscientificsubject;concerning

thosesubjects taught toprovideskillsforthe

handratherthanforthemind"からわかるように，

｢工業の｣よりも意味が広く， 「実業の｣という意味が

もっともふさわしい。COD第7版では, :technical

education' と @techninal school 'が共にこの語義

の用例としてあげられている。KEでは当然第2義

「 〈教育が〉専門的な」に相当するのであり，後者

も前者と同様にこの語義の用例としてあげるべきで

あった。

要するに@technical school 'は「農・工・商の

産業技術教育重視」 (RE)の学校なのである｡ただ

し， この種の学校は「英米制度・習慣事典」や「イ

ギリスの生活と文化事典」に記載の通り(j3)14)

公立中等学校の総合中等学校化への流れの中で,衰

微の一途をたどっている。後者の資料によれば，

204校（1963)→82校（1970)→23校(1976)のように，

急激な減少を示している。さらに， 1984版の統計('5）

によって @technical school'の生徒数および公立

中等学校生徒に占める割合についてその後の推移を

見ると、 1976年以降， イングランド以外の地域では

ゼロであり， イングランドにおいても， 15,000人／

0.4％（1975-76）→10,000人/0.3％（1980-81)→

9,000人/0.2%(1982-83)となっている。

以上の現実を反映して, Bγ〃α加1977では6a

fewsecondarytechnical schools ' ('6) と言及さ
れていたのが,Bγ〃α加Z985には全く言及がない。

また，末尾に掲げた英英辞典-1978年以降に英国

で発行されたもの－の中で， 上記のCOD以外にこ

の語を見出し語または用例として載せているものは

見当らない'。 したがって, この語を英和辞典に載せ

る必要性も薄らいできたと言っていいだろう。

@sixthform' を準見出し語にあげているGLの場

合は，訳語がREと同一であるのはともかく， 「義務

教育終了後A,Olevelを取るための学年(1-2

年間） 」という語義解説は,Shawの記述通りで， そ

の限りではI臼灌であるといえる。しかしながら，通

常の日本人学習者にはこの解説はわかりにくく，大

学進学まで2年間は必要であることを見えにくしく

ているので,もう少し表現の工夫が必要と思われる。

さらに，他の語の語義解説の中でGsixthform'

を示すと思われるのは, APおよびLHの6grammar

school'の解説中の「大学進学者はさらに1年(間）

の予備教育を授ける〔受ける〕」という部分と,AP

のOcomprehensiveschool 'の解説中の「ただし大

学進学を目ざす生徒には6年目以後の在学も認めら

れる」という部分であるが，前者は在籍期間に誤り

があり，後者は内容は正しいが，期間が明示されて

いない。

@sixthform'が元来6grammarschool'の一部

であったことはたしかであるが， それが公立中等学

校の中で少数派となった現在では， 多くの総合中等

学校にも設置されるようになり，最近は@ sixth-

formcollege' として独立するものが増えて来た。

Watkinsによれば， それは1960年代後半に創立され

て， (8)1981年現在， その数は102校となり， その

在籍生徒は全0sixth-formers 'の18%を占めてお

り， （9）さらに， 1980年代半ばに急増しそうだとい

う。 （'0)またその性格も必ずしもエリート養成機関

とは限らなくなりつつある。(11)英和辞典で@ sixth-

formcollege' に言及しているのは今のところGL

だけのように見えるが，現実の動きに合わせて，今

後辞書記述に改変が必要になろうと思われる。

以上の事実から,LHの@compreliensiveschool '

の語義解説中に見られる「7年制の中等教育機関」

という表現は不正確であることがわかる。 $ sixth

form'が@college 'の形で分離していれば, 5年

制ということになるし，併設されていたとしても，

そこに進まない生徒は5年で修了することになるか

らである。

@ (secondary)mordernschool' については，

1944年に成立した教育法によって新しいタイプの中

等学校として設立されたという点で， 「近代中等学

校」 (AP,GH,LH)より， 「新中等学校」 (PR,SE)
という訳語の方が適切であろう。最初はたしかに｢4

年制中等学校(AP,LH)であったが, 1972年に義

務教育年限が15歳から16歳に引き上げられた('2）の

に伴い，現在では最低5年間は在籍することになっ

昭和61年2月
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幸野 稔

3． 第三次教育機関 レベルのものは， 1966年に発行された白書により，

後述の@polytechnic ' に改組され(18)現在残っ

ているものの多くは, REやLHの語義解説で「義務

教育修了者に技術･商業･美術・農業などを教える」

と的確に示されているように，年令層と教育内容の

面で，むしろ日本の「専修学校」に近い。英連邦の

一員であるオーストラリアにおける @ technical

college 'の実態は完全にそうである。{19)高専制

学生の誤解の原因もここにあったと思われる｡ただ，

イギリスの場合は単純には割り切れず， 「定時制｣，

「全日制」を含めて様々なレベルの多様なコースが

あるので, (20)それらを包括する意味で， 「実業専

門学校」という訳語を当てておくのが適当と思われ

る。とにかく 「Furthereducationのための学椥

(GL)だが， 「短大」 (GL) とは言えない。

OALDに記述されたこの語の定義@(formername

fora) polytechnic'は，従来のいきさつから本国

人でさえ混同して｡ polytechnic ' を @ technical

college ' と呼ぶことがあることを示している。全

ての0technical college'が@polytechnic'になった

わけではないことは，例えば,"jgherEducα〃o刀

加肋eU7zjtedKj71domZ984-86の巻末の学校

一覧i2'） を見ただけでもわかる。このOALDの定義

をもとにしたためか,SEの語義解説「義務教育修了

後の定時制専門学校。今はpolytec肋icと呼ばれる」

には誤解が見られる。後半だけでなく，前半の記述

も前述のように不適切である。

続いて, @ polytechnic ' に触れておきたい。こ

の教育機関は$ themajor institutionsofhigher

educationwithinfurthereducation' (22) ,すなわ

ち「後続教育内の主要高等教育機関」と位置づけら

れている。教育内容はほぼ大学と並列しているが，

コースや年令層において，大学より巾がある。字義

通りには「総合技術学校」となるが，狭い意味の技

術の他に，社会科学・人文科学・芸術等も教育され

ているため、 この制度を解説しているCantor&

Roberts自身,いささか不適当な名称であると述べ
ている｡I231その意味では，英和辞典の語義解説の

中で､KEおよびAPの｢英国〔イギリス〕の大学レベ

ルの総合高等教育機関」がもっとも適当である。他

はすべて，一般的な定義としてはともかく， イギリ

スの現実とはずれている｡特にSEの解説は，前述の

@ technicalcollege 'の解説の裏返しであり，日本

人学習者に誤解を与える。

，最後に， ごく最近一部の辞書に見出し語として載
るようになった @ tertiarycollege' を取り上げる。

「第三次教育」は@ tertiaryeducation'の逐語

訳で,REがこの訳語を載せているが， 日本語として

熟していないこの用語を， あえてタイトルに掲げざ

るを得なかったところに， この段階の教育制度の複

雑さが象徴されている。最初に,Cantor&Roberts
による解説を引用する。

Sorneconfusionmayariseovertheuseof

theterm0tertiary' inthat itisalsotakento

meanathirdstageofeducationbeyondprimary

andsecondary, that is, postGCEA level

coursesorhigher education｡However, it is

more commonlyand increasinglyused to

denotetheeducationofthesixteentonineteen

agegrOUp.(17)

「 4tertiary' という用語の使い方をめぐっては

混乱が生ずるかもしれない。というのは， この語は

初等・中等教育に続く第三段階の教育，すなわちA

レベル以後の教育課程一一高等教育一を意味する

ともとられるからである。しかしながら， この語は

16-19歳の年令層の教育を指すのに使われることが

一層ますます普通になってきている。」という解説

に沿って， この章では後者の解釈による教育機関の

名称を取り上げる。 したがって，完全な高等教育機

関である @university' は除外する。

この年令層の教育機関としては，すでに第2章で

.sixthform(college) ' を取り上げた｡これは高

等教育機関である大学に連結しているという点で，

後期中等教育機関と考えられ，大学につながらない

$furthereducation'一後続教育一と今までの

ところは区別されてきた。この章では， まず，後者

を代表すると考えられている dtec肋ical college '

を取り上げる

この語を「工業専門学校」 (AN)や「工業短大」

(GL)と訳すのは, & technical school 'の場合と

同様の理由で誤りである。前者は， 日本の「工業高

等専門学校」の英語呼称にこの用語が使われてきた

ことの影響もあると思われるが，最近，高専へのア

ジア人留学生の受け入れに伴い， この呼称によって

多くの留学生が誤ったイメージを抱いて来日したこ

とが判明し，現在では@ collegeof technology '

と呼称変更する学校が増えつつある。本校もその一

つである。その意味では,LHの「高等専門学校」と

いう訳語も，今後は避けて欲しいものである。

イギリスの@ technicalcollege 'のうち，大学

１
Ｊ

！
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英和辞典におけるイギリスの教育関係内語の記述をめぐって

て，大学と完全に並列している。 @ polytechnic '

と混同しており，完全な誤解である。

この語を載せている英英辞典はChambersとCollms

であるが，前者の定義では, @@acollege, esp.

onewithvocational courses, for the teaching

of sixth-formlevel students''となっている。こ

の制度について解説したCantor&Roberts, (24)

Shaw, (25)およびWatkins(26)の著書によれば，

対象とする年令層は16-19歳で, @sixth-formcol-

lege' と @ technicalcollege ' を統合したコース

を教育内容とする学校である。すなわちCtertiary'

という用語はこの章の最初にあげた現代的な解釈に

よるものであり，伝統的な意味での後期中等教育と

後続教育の垣根を取り払ったものである｡(27)Watkins

によれば，最初の @ tertiarycollege'は1970年に

創設され， 1981年現在， 16校あるという。(28） ま

だ始まったばかりの制度である。

｡ tertiarycollege'が年令層において@sixth-form

college'と同一であるから， 日本に対応する制度を

求めれば，いずれも「高等学校」ということにな

る。後者が元来進学準備を主な目的とすることから

「普通高等学校」と考えれば，前者は「総合高等学

校｣ということになろう。すなわち ｡comPrehensive

school ' をレベルアップしたものと言っていい。

この語を見出し語に載せた英和辞典は，当然なが

らまだ少ない。筆者が見つけたのは,REとPRの二

つであるが,いずれも｢高等専門学校｣と定義してい

る。これはおそらく , O tertiary ' を「高等」 ，

､ college ' を「專門学校」と従来の字義通り訳し

たのではないかと思われるが，現実に日本に存在す

る「高等専門学校」に対応するかどうかかなり疑問

である。すなわち，年令層において重複する部分は

あるが，修業年限が短かい一通例2年一点にお

いて高専より高校に近いこと， また高専の専門科目

がほぼ工学の分野に限られるのに対し, @tertiary

college 'の専門科目の巾が広く総合的であること，

などの理由で， 「総合高等学校」の方が適切と判断

される。

上記二つの英和辞典のうち,PRには語義解説にも

大きな問題がある。まず「中等学校に続く」という

記述は qsixthform'修了後と解されること， 「職

業専門学校の総称；工業系，農業系，芸術系などが

あり」には 4sixthform'の教育内容である普通科

目が含まれていないこと， 「修業年限は3－4年間」

は，最長でも3年間であり，通例は2年間であるこ

となど，全ての点で誤りがある。さらに→で示され

たEDUCATIONALSYSTEM図を見ると, @ tertiary

college 'は, 18歳以上の学生を収容する学校とし

4． まとめ

上記のような誤解がなぜ生ずるのか。英和辞典の

編集者と執筆者はことばの専門家であるが，字義通

りの意味と現実の内容との間にギャップがある場合，

現実を知らなければ当然間違った意味を記述してし

まう。上記の誤りは， この制度が日本で良く知られ

ていないのが原因であろう。もっとも，外国の制度

だけでなく， 日本の制度でさえ，後期中等教育以降

の場合，良く知られているとは限らず， そのことも

辞書の定義の混乱の一因となっている。その実例を

和英辞典等から表1に示してみた。

また，英国では，現実力唆化しても用語はもとの

ままにしておく例がよくある。この観点から,第2．

3章で点検した結果を中心に,表2にまとめてみた。

表1

表2
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掲載辞典 見出し 掲載された
英語定義

定義の
逐語訳

和英中
工業高等

専門学校

atechnical

juniorcOllege

実業短

期大学

日米表現
高等専門

学校

vocational

highschool;

occupational

highschool

職業高

等学校

用 語 逐語訳 現実の意味

pu school 公衆学校
(29） 私立中・高

一貫校

grammar school 文法学校 普通中等学校

sixthform 第6学年
(中等学校）
高等部

sixth-form

college

第6学年
教育機関

(普通）高等
学校

tertiary
education

1，

色

第三次教育

〔高等教育〕
１
夕

義務教育課程

後の教育

tertiary

College

、

高等専門学校 総合高等学校

polytechnic 総合技術学校
総合高等教育
－

機関
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表2に含まれていない!technical school/college'

の場合は, @technical 'の意味を狭く把えたために

起った誤解であったが， これにしても，現実を正し

く把握していれば防げたはずである。

どの分野の用語にせよ，辞書の編集者と執筆者は，

その分野の専門家の援助を仰ぎながら，絶えず最新

の資料を調べ，現状に合った語義記述をすべきであ

る。英和辞典は一般の英語学習者がもっとも頼りに

しているものであるから，誤りは避けなければなら

ない。

イギリスの教育の分野において， なぜ現状が良く

把握されていなかったのだろうか。筆者には， 日本

における英語文化の認識に偏りがあり， それが辞書

記述にも反映したのが一因であると思えてならない。

パブリックスクールやグラマースクールから大学へ

という伝統的なコースは重視されるが，後続教育に

ついては，語義記述でも図表の提示においても，軽

視または無視されるか誤って伝えられてきた。例え

lf@ technicalcollege 'は,イギリスのどの辞書に

も見出し語または用例として提載されてきたのに，

英和辞典では最近ようやく取り上げられはじめたと

いうのが実情である。もっとも代表的な英和辞典で

あるKEにこの用語が見えないという事実が象徴的

である。このような状況の中で,高校用検定教科書の

教師用指導書の中で， この用語が「工業大学」と誤

って解説されている例さえある｡130)英国内におけ

る伝統的な人文科重視の傾向に加えて， 日本におけ

る英国文化紹介者の思い入れが拍車をかけ，技術教

育のような地味な側面を見えにくくしていたのでは

ないかと反省される。

拙論を通じて，山岸氏の提言に多少でも貢献出来

たとすれば， この上ない幸せである。 さらに多くの

方々が氏の提言に応えて辞書類を点検し， それによ

って辞書の編集と執筆に当る諸氏が， イギリスの教

育についてより正確な情報を英語学習者に提供する

よう配慮されることを願う。

変化がかなり正確に反映されている。例えば，旧版

になかった@comprehensiveschool 'と@ technical

college 'が加えられている。また公立中等学校

の総合中等学校化への流れが@ secondarymodern

(school ) &およびcomprehensiveschool 'の解

説の中で適切に表現されている。その反面， もっと

も少数となった @secondarytechnical school ' に

ついては， その事実は明記されていない。これら3

語の定義は，本論で筆者が提案した訳語にしたがっ

ており，適切であるが, $comprehensiveschool'

の解説中の「11歳-19歳（このうち15歳までが義務

教育）の生徒に」の部分は不正確である。

4grammarschool 'は「グラマースクール」と仮

名書きになっ･ぐいるが， これは他の英和辞典にも見

られ，無理に訳さないのも一つの見識として許され

てよかろう。解説に言及されている Celevenplus'

試験は，総合中等学校への編成が進んだ現在， 「ほ

とんどの州(county)で廃止されている」ので，グ

ラマースクールそのものが少数となったわけだが，

その事実が学習者にわかるように, @elevenplus'

の項目への参照記号(cf.)がつけられているといい。

同様のことは4sixthform'の解説中の4Alevel'

にも言える。 dsixthform' については,解説はGL

の場合と同じく， その限りでは間違っていないのだ

が，在籍期間が明示されていないことへの不満は残

る。訳語の「第6学年」は不適切である。関連項目

の@Alevel ' , ｡Olevel 'および･Genenral

CertificateofEducation 'の解説はGLよりわか

りやすくなっている。

@ technicalcollege 'が加えられたのはいいが，

せっかく 「工業技術・芸術・農業などを教える」と

正しく解説されているのに「工業専門学校，工業短

大」という不正確な訳語を当てたのは残念である。

@sandwichcourse'の項目の解説中の「技術専門

学椥とは@ technicalcollege 'のことなので，

その関係が首尾一貫して明確に示されているとよか

った｡その点はGLも同じである。 @ polytechnic'

については，解説は適切だが，定義中の「技術と

いう表現と実際の教育内容との間にはずれがある。

osixth-formcollege' と ･ tertiarycollege '
が見出し語にあげられていないのは， どちらも新し

い制度だからだろう。後者はともかく，前者は数も

増えているので,GL程度の言及があってもよかった。

以上のように， 多少の不満は残るが，全般的には

拙論の方向に沿ってかなりの改善が見られる。

追記

拙論の草稿完成後， 「新英和中辞典」第5版（研

究社， 1985）が発行された。第4版は1977年の発行

で，やや時差があり過ぎたので， あえて点検の対象

とはしなかった。しかしながら，第5版の関連項目

を一見したところ，注目に価する点がかなりあるの

で，取り急ぎここに追記しておきたい。

まず，旧版より記述が大巾に改善されて，現状の
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